
１ 開催期間

Ⅰ期　令和８年６月13日（土）～７月20日（月祝）

蠣崎波響「猪図（いのししず）」など59点

Ⅱ期　令和８年７月28日（火）～９月23日（水祝）

熊坂適山（くまさか　てきざん）「蘭亭曲水図（らんていきょくすい

ず）※福島県重要文化財」など63点

（７月20日、９月21日以外の毎週月曜日、７月21日（火）～26日（日）、

　８月12日（水）は休館）

２ 展示内容

蠣崎波響（かきざき はきょう）、熊坂適山（くまさか　てきざん）、熊坂

蘭斎（くまさか らんさい）、大橋波練（おおはし はれん）、菅原白龍（す

がわら はくりゅう）、菊田和平（きくた わへい）、今村三峯（いまむら 

さんぽう）、西山雲洞（にしやま うんとう）、小泉北邨（こいずみ ほくそ

ん）ほか　の絵画作品など

３ 入場料

一般 500円、高校生以下無料

４ 主催者

伊達市梁川美術館（伊達市教育委員会）

蠣崎波響とは・・・

記者会見 資料7

令和8年5月28日

　梁川美術館企画展「蠣崎波響と門人たち」を開催します

　江戸時代の画家、蠣崎波響（かきざき はきょう）の没後200年を記念し、伊達市梁

川美術館で、波響とその教えを受けた弟子たちの絵画作品を展示する企画展を開催し

ます。今回展示する作品の多くは、梁川地域を中心とした地元住民の手で残されてき

たもので、市内に残る波響や弟子たちの作品が結集する機会は、初めてとなります。

　江戸時代後半の松前藩（現在の北海道）の家老で、松前藩が国替えになった
際には、14年間を梁川で過ごします。藩の家老職を務める傍ら作画活動も精力
的に行い、近隣からは多くの弟子たちが集い教えを受けました。波響が松前に
戻った後、弟子たちは師の技術を引き継ぎ、信達地方を中心に活躍しました。

　　ふくしまデスティネーションキャンペーン事業

合併20周年！
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５ 関連事業

（１）ワークショップ「篆刻（てんこく）づくり」

篆刻用の石を彫りオリジナルの印をつくります

開催日時：６月27日（土）、７月18日（土）、８月８日（土）13：00～16：00

会場：伊達市梁川美術館２階 対象：小学５年生以上

定員：各日10名（先着順） 参加費：1,000円（材料費）

参加方法：梁川美術館へ電話申し込み　　　　

（２）ワークショップ「ものづくり体験教室　表装（ひょうそう）の技術を使っ

てペン立てをつくろう」

日本伝統の表装の技術を使ってペン立てをつくります

開催日時：７月29日（水）10：00～12：00

講師：福島県ものづくりマイスター 会場：伊達市梁川美術館２階

対象年齢：小学１年生以上 定員：20名（先着順） 参加費：無料

参加方法：梁川美術館へ電話申し込み（受付7/11～7/20）

（３）講演会「梁川移封（いほう）時代の蠣崎波響とその影響（仮）」

波響研究の第一人者、井上研一郎氏（宮城学院女子大学名誉教授）による講演

開催日時：９月19日（土）　13：30～15：00

会場：梁川小学校講堂（伊達市梁川町北本町21-1）＊駐車場あり

定員：200名 参加費：無料 参加方法：申し込み不要

（４）展覧会ギャラリートーク

当館職員による展示作品解説

開催日時：６月14日(日)、７月11日(土)、８月23日(日)、９月12日(土)

 14：00～(約30分)

会場：伊達市梁川美術館企画展示室 定員：なし

参加費：当日の展覧会観覧券

参加方法：当日の展覧会チケットを購入し時間までに展示室に集合

（５）おしゃべり美術館

会話音量を気にせず鑑賞できる日※作品への接触や館内を走る危険行為は禁止

開催日時：６月13日(土)、14日(日)・７月10日(金)、11日(土)

 ８月22日(土)、23日(日)・９月11日(金)、12日(土)

６ その他

この企画展は、下記財団の助成金を受けて実施します。

①一般財団法人自治総合センター　コミュニティ助成事業

②独立行政法人日本芸術文化振興会　芸術文化振興基金助成事業

問合せ
教育部生涯学習課

電話024-573-5804
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